
祖師ヶ谷大蔵に建つ二世帯住宅です。資源循環のための素材開発と環境建築を目指すプラットフォーム「クリ
エイティブ・リソース」を展開している私たちは、建設発生土の不適切な処理で社会問題になっている関東
ロームの循環利用を目指し、これまで建材化が難しかった関東ロームを配合した「関東ロームブロック」の製
造開発に成功しました。その関東ロームブロックを内外の壁や床にふんだんに利活用して、５トンの関東ロー
ムを循環利用しました。関東ロームの断熱性・吸放湿性・蓄熱性を活かし、快適な温熱環境を実現しました。祖師ヶ谷大蔵の二世帯住宅
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者、メーカー、技術者、職人が連携したチームで構成されており、材料と空間の高い完成度を誇っている。 環境と調和した建築づくりを通して、資源循環のしくみをつくり、建設サステナビリティの実現を目指す、先導的な取組みを行っている。

私たちは2015年から建設発生土の建材化による循環利用を目指し、関東ロームを配合したブロック、レンガ、左官の開発研究を

敷地周辺は位置指定道路を共有した街区が密集し、駅への交通の多い地にあって、リビングダイニングを2階に設け、1階にピロティ関東ロームブロックスクリーンは昼間にはシャワー状の光が中庭に美しい陰影を落とし、夜間には間接照明で照らされ、

関東ロームブロックが浮遊して見える。

資源循環のしくみをつくり、建設サステナビリティの実現を目指す実証実験プロジェクトのメンバーは建築家、構造家、研究者、製造

立体路地の南面と北面には、江戸簾のような関東ロームブロックスクリーンを設け、プライバシーを確保し、日射抑制を図っている。

てきており、素材の特性を活かした構造、空間の在り方の研究を先進的に行っている。

この2世帯住宅は、ボリュームを雁行させ両棟の間に街路を導くようにして生まれ立体路地が、周囲の街並みに調和している。

両棟の各スペースが路地越しに多層化して見え、敷地環境を回遊するオルタナティブな空間になっていて、路地に介在する自然を

通して、2世帯間の家族のつながりと距離をバランスよく保つことができる。 リュームを雁行させてできた「立体路地」を共有している。路地に介在する自然を通して、家族のつながりと距離を保つことができる。

道路の見通しを良くし、地域の交通安全に配慮している。

資源循環のための素材開発と環境建築を目指すプラットフォーム「クリエイティブ・リソース」を展開している私たちは、環境素材の開発から

立体路地内でスクリーンから取り入れた光・熱・風を夏は冷却、冬は蓄熱して室内に取り込み、温熱調和の機能を果たしている。

関東ロームは、熱容量が多く蓄熱性が高い土です。また、団粒構造のため断熱性、吸放湿性、保水性、排水性が高いという

特性を合わせ持っています。この特性により、特に冬は暖房をほとんど使用せず快適な生活を可能にしている。

本計画は二世帯住宅に建替える計画で、世帯で土地を小割にしてしまうような建ち方を避けるため、二世帯を南北に連棟し、ボ

中庭・テラス・コモンテラスの床には関東ロームブロックタイルを敷き、内部の各室床にも連続して関東ロームブロックタイルを敷いてい

る。それにより、特に冬場にはダイレクトゲインの蓄熱効果により、暖房器具をほとんど使わず、暖かい温熱環境を実現している。

関東ロームという関東地方近郊に広がる未利用資源を利活用し、内・外壁には左官、床には関東ロームタイル、スクリーンには

関東ロームブロックを使用している。それらが建築全体を通して外部と内部が連続した統一感のある空間を実現している。

敷地のある住宅街は私道や位置指定道路が多く、互いが配慮し合い街路を介して暮らしが 感じられる街並みになっている。

のシラス、木材資源のバイオ炭などの開発も展開されてきたように、様々な地域の資源課題を解く普遍性のある取組みである。

国内で初めて成功した。その関東ロームブロックや関東ローム左官をふんだんに利活用し５tの関東ロームを循環利用した。

外構部への降雨を敷地内浸透させるため、敷地の過半を占める立体路地には透水性の高い関東ロームブロックを敷き、道路側

新しい素材開発というとコストが高い印象を持たれてしまうが、関東ロームブロックの材料コストは、1.0～1.2万/㎡程度で決して

高い材料ではなく、外壁や内壁の関東ロームブ左官も材料費が安くイニシャルコストは決して負担にはなっていない。

から取り入れた光・熱・風を夏は冷却、冬は蓄熱して室内に取り込み、省エネルギー性能を高めランニングコストを抑えている。

関東ローム平板ブロック敷きとした路地床と関東ローム配合左官仕上げの壁で囲まれた立体路地は風洞でもあり、このスクリーン建設発生土の不適切な処理などで社会問題にもなっている関東ロームの循環利用を目指し、「関東ロームブロック」の製造開発に

関東ロームブロックは耐火性、耐候性に優れているため、経年変化(エイジング)を楽しめる素材であり、メンテナンスフリーな素材であ

るため、維持管理の負担は一般的な自然素材に比べて軽減される。

関東ロームブロックは特許技術の加圧成型の高圧縮プレス機で製造されており、本住宅の駐車スペースの舗装ブロックにも使用され

ているように高い圧縮強度、耐摩耗性を持っている。

本住宅では現場発生土を場外搬出せず、現場で左官材に調合して再利用するなど、解体時の建設残土を軽減している。建築の解体に

よるゴミを減らし、木造軸組工法の躯体を耐火性・断熱性の高い関東ロームブロックや関東ローム左官で仕上げ、長寿命化を図っている。

外構には再生レンガチップを敷き、敷地全体が雨水浸透桝のような機能を果たしている。

地域に眠る未利用資源を研究し、その特性を生かして新しい素材として活用する取組みは、関東ロームに限らず、これまで鹿児島
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中庭から右奥に祖母棟の客間を、左上にバルコニーを見る。バルコニーには関東ローム土を珪砂とセメントに配合し加圧成型した「関東ロームブロック」を
吊ったスクリーンとした。関東ロームブロックは断熱性、吸放湿性などが優れているため、夏は冷却、冬は蓄熱することで温熱環境を整える。

外壁は関東ローム赤土配合左官仕上げとし、土の表情をもたせた。

子世帯棟リビングダイニング、キッチン。左はコモンテラスで、祖母棟へと繋がる。
キッチンカウンターの側面には、関東ロームブロックタイル（赤土）を使用。

コモンテラスの一部にある両棟をつなぐ屋根付きの屋外廊下は、
申請上は室内の扱いとし、1 棟の建物としている。 

子世帯棟エントランスホール。
敷地の東側道路の延長のようにアプローチとエントランスを設計。

コモンテラスの北側ブロックスクリーンの夜景。 
祖母棟客間から子世帯棟エントランスホール方向を見る。

各棟を行き来しやすいよう、1 階は掃出し窓を多く用いている。

バルコニーから見下ろす。1 階外部空間の床は関東ローム黒土ブロック平板敷き。
両棟を繋いでいる梁が水平力を負担する。

また梁とテラス下の基礎により、両棟は一体の構造として扱っている。

2. ブロック固定ナットを隠すため現場
    座彫り

1. 寸切りボルトを固定するための高 
    ナットを溶接した土台アングル

1. ジョリパットを下塗り

1. 現場発生土の関東ローム黒土を再利用 2. フッコーにて配合検討してできた左官
    サンプル

3. 礫や有機物を除去した現場発生土 4. ふるいにかける 5. ふるいにかけて粉末状にした現場発生土 6. 専用骨材を入れる 7. 専用樹脂を入れる 8. 現場発生土と混ぜ、左官材ができる 9. 下地調整したブロック塀に仕上げていく 10. フッコー杉山社長も現場に立会い、
      左官屋・左菊 鈴木代表による施工

2. 関東ローム赤土 3. ジョリパットの上に関東赤土を
    ランダムする

4. 撥水性を持ちつつ、土の表情をもつ
    外壁となった

③  現場発生土利用左官 ( 黒土 )

①  関東ロームブロックスクリーン ②  関東ローム配合外壁左官 ( 赤土 )

3. 通し筋としての寸切りボルトに
    ブロックを挿入していく

4. 各ブロックはナットの上に置かれて
    いるだけで固定はしていない

5. 寸切りボルトは 1m おきに高ナット
    で連結していく

6. 上部梁から持ち出した受けアングル
    にダブルナットで固定し、ブロック
    を吊る 

1 階エントランスホール内部床 2 階リビングダイニング内部床 2 階キッチンカウンター側面壁 各室一面に仕上げた内部土壁

Ⓑ Ⓒ Ⓐ Ⓔ

関東ロームブロックスクリーン テラス、中庭の外部床 コモンテラスの外部床 濃淡のムラを付けた外壁左官壁
Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ

関東ロームブロック ( 赤土 ) 関東ローム平板ブロック ( 黒土 ) 関東ローム平板ブロック ( 赤土 )
Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ

関東ローム配合モルタル左官（外壁） 関東ローム土壁

ゼロ・エミッション

建設発生土としての
関東ローム

関東ロームブロック製造
関東ローム ( 水）+ セメント

乾燥
硬化のために焼成しない
ため CO2 を発生しない 外気・水に触れ、

時間の経過とと
もにエイジング
していく

クラッシュして
再資源化

【関東ロームの循環 ダイアグラム】

【関東ロームのマテリアルフロー】

未利用資源の建設発生土を建築材料へ利活用
未利用資源利活用の取り組みを続けている私たちクリエイティブ・リソー
スの開発チームが、関東ロームという関東地方近郊に広がる未利用資源に
着目したのは、2016年。この年に東京都は建設資源循環を取り巻く状況を踏
まえた新たな仕組みとして策定した「東京建設リサイクル推進計画」を修正
し、オリンピックまでに建設発生土リサイクル率95％を目指すと発表した
年である。ただ、今年4月の東京都の発表では、建設発生土リサイクル率の実
績値は70％で、令和6年度までには88％を目指すと更新されている。再利用
のほとんどは土木工事の埋戻し用であり、建築では礫や有機物除去など安
定処理の手間などで利用促進が進まない状況が続いている。5年余りの間、
私たちは建設発生土の建材化による循環利用を目指し、関東ロームを配合
したブロック、レンガ、左官の試作を重ねてきている。そして、同時に開発し
た素材の特性を活かした構造、空間の在り方の研究も行っている。住宅では
本プロジェクトが最初の試みとなった。

■ゼロスランプの加圧成型技術
関東ロームブロックは、全く新しいゼロスランプ加圧成型法により可能と
なる。従来のセメントと水で混ぜる製法とは全く異なり、関東ロームとセ
メントを混ぜ、200ｔのプレス機で高圧縮することで関東ローム自体に含
まれる水分がにじみ出すことで、関東ロームとセメントを密着硬化される。
水無添加・半乾式・緻密化・高強度・耐久性・ゼロエミッション

■関東ロームの特性
1. 間隙が大きいため高い断熱性
2. 多孔質構造による吸放湿性能
3. 粘土質のためコンクリート同等の高い蓄熱性 
4. 可塑性があるため硬まりやすい
5. 高い透水性・保水性

■ 関東ロームの素材開発について

通風 通風

日射遮蔽
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矩計図 　1/60

敷地のある祖師ヶ谷大蔵の住宅街は、私道や位置指定道路が多く、道路を
共有した街区が密集しているため、閉鎖的な家は少なく、互いが配慮し合
い街路を介して暮らしが 感じられる街並みになっています。敷地にはもと
もと祖父母が二人で住まわれていたが、祖父の他界を機に、息子夫婦との
二世帯住宅に建替えることになりました。都内では比較的広い土地にあっ
て、世帯で土地を小割にしてしまうような建ち方を避けるため、二世帯を
南北に連棟し、街路を両棟の間に導くようにして、ボリュームを雁行させ
てできた「立体路地」を共有しています。路地に介在する自然を通して、家
族のつながりと距離を保つことができます。両棟の各スペースが路地越し
に多層化して見え、敷地環境を回遊する空間になっています。

建築名称：LOAM
建築主：個人
所在地：東京都世田谷区祖師谷
主要用途：専用住宅（二世帯住宅）
家族構成：祖母 + 息子夫婦 + 孫 2 人
階数：地上 2 階
軒高：5,68m　最高高さ：5,80m
敷地面積：239.92m2
建築面積：141.34m2

（建蔽率 58.91%　許容 70%）
延床面積：193.88m2

（容積率 80.81%　許容 150%）
1 階床面積：79.26m2　
2 階床面積：114.62m2
設計期間：2020 年 2 月～2020 年 10 月
工事期間：2021 年 11 月～2022 年 8 月

配置図 1/1000

■ 立体路地を介した二世帯住宅の在り方について

■ 関東ロームの性質を活かした快適な暮らし■ 開発素材

■ 環境建築部位

■ 製造現場工程

2F 平面図　1/2001F 平面図　1/200

■プロジェクト概要

関東ロームは、熱容量が多く蓄熱性が高い土です。また、団粒構造のため断熱性、吸放湿性、保水性、排水性が高いという特性を合
わせ持っています。テラスの南面とコモンテラスの北面には、「関東ロームブロック」のスクリーンを設け、適度なプライバシーを
確保し、日射の抑制を図っています。このスクリーンから取り入れた光・熱・風を夏は冷却、冬は蓄熱して室内に取り込みます。

内陸
受入地搬出
9,042

搬入土砂
利用量
7,841

現場内
利用量
14,625

新材（山砂等）
2,633

クリエイティブ・リソース

工事間利用(内陸部工事、海面事業等)
4,332

土質改良ブランド  706

場外
搬出量
14,079

建築材料
としての利用

31％

5％

64％

単位：万㎥

現状課題：
内陸受入地搬出の
６４％を再利用
できていない 

廃棄物

立体路地の関東ロームブロックスクリーン南面と北面、そして二階
リビングダイニングの室内の温熱データを 1 年計測した。

関東ロームブロックタイルの床、関東ローム土壁は蓄熱層となり、日中は徐々に熱が入射
し、熱容量が大きい素材のため、ダイレクトゲインの効果を果たしている。蓄熱された熱が
赤外線域の長波長による夜間に再放射され、タイムラグが発生していることが分かる。

朝型までその放射熱が残り、無暖房でも冬期の朝の室温は15度程度ま
で保たれていることが分かる。また、１日を通して18～22℃の快適な
室温を安定して保たれていることが分かる。




